
教育・保育の量の見込【必須】
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R7事業実施にあたっての
課題・今後の展望　等

確保量の
計画値

確保量の
計画値

③需要量 460 462 2 436 406 ▲ 30 388 309

④提供量 898 881 ▲ 17 899 727 ▲ 172 724 693

提供率
④／③*100

438 190.7% 463 179.1% 336 384

③需要量 599 607 8 580 604 24 610 578

④提供量 622 600 ▲ 22 612 571 ▲ 41 574 646

提供率
④／③*100

23 98.8% 32 94.5% ▲ 36 68

③需要量 85 117 32 86 100 14 121 119

92 84 ▲ 8 92 87 ▲ 5 84 111

8 8 0 8 4 ▲ 4 8 8

②計 ④提供量 100 92 ▲ 8 100 91 ▲ 9 92 119

提供率
④／③*100

15 78.6% 14 91.0% ▲ 29 0

③需要量 181 176 ▲ 5 181 181

130 130 0 130 166

15 17 2 15 15

②計 ④提供量 145 147 2 145 181

提供率
④／③*100

▲ 36 83.5% ▲ 36 0

③需要量 188 190 2 188 186

147 147 0 147 178

15 17 2 15 15

②計 ④提供量 162 164 2 162 193

提供率
④／③*100

▲ 26 86.3% ▲ 26 7

③需要量 316 393 77 312 366 54 369 367

286 268 ▲ 18 282 277 ▲ 5 277 344

30 30 0 30 34 4 30 30

②計 ④提供量 316 298 ▲ 18 312 311 ▲ 1 307 374

提供率
④／③*100

0 75.8% 0 85.0% ▲ 62 7

③需要量 1,460 1,579 119 1,414 1,476 62 1,488 1,373

④提供量 1,936 1,871 ▲ 65 1,923 1,700 ▲ 223 1,697 1,832

④／③*100 476 118.5% 509 115.2% 209 459

「自己評価欄の見方」　Ａ：計画どおり実施、Ｂ：概ね計画どおり実施、Ｃ計画を下回って実施、Ｄ計画を大きく下回って実施、Ｅ：未実施

令和11年度
（2029）

②－①

令和10年度までには新たに保育施設の開園
ができるよう調整を行い、3号認定の量の
見込を充足するための2号認定の確保量の
増加を見込んでいる。

十分な確保量が見込まれる。

令和６年度
(2024）

定員の見直しや保育施設の整備等（令和10
年度までには新たに保育施設の開園）によ
る量の確保に向けて、調整・支援に努め
る。

公立こども園においては、保育士等の確保
ができ次第、順次定員を増やす。

不足する確保量を補うため、緊急一時預か
りの実施を検討する。

令和７年度
（2025）

数値区分

１号認定
保育不要
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②－①

２号認定
要保育

（保育所該当）

C

令和６年度について、
１号認定は十分に提供量を確保するこ
とができた。

２号認定・３号認定については、提供
量が需要量に満たないため、定員の見
直し等による量の確保に向けて、調
整・支援に努めるとともに、民間園の
新設による定員確保の準備を進める。

また、緊急一時預かり事業の受入れ枠
を拡充することで、保育需要の不足部
分を補填していく。

３号認定

（３歳未満）
（保育所該当）
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②確保の内容

②－①

①量の見込み

②確保の内容

特定教育・保育施設

特定地域型保育事業

区分

合計

①量の見込み

②確保の内容

今後の事業展開における
対策等

令和５年度
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特定教育・保育施設

②－①

①量の見込み
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特定教育・保育施設
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特定地域型保育事業
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特定教育・保育施設

特定地域型保育事業


